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私の戸田自慢は「戸田橋花火大会」です。
リレー連載：ふるさと戸田自慢

皆さん、こんにちは。この度の、私の自慢は、「戸田橋花火大会」です。
昭和25年の戸田市（当時は戸田町）と板橋区の境界変更を記念して、昭和26年に始まり
ました。それから何度か実施しないこともありましたが70年近く続いています。第1回目
は憶えていませんが、小学校に入ってからは毎年、土曜日の授業が終わるとすぐに開催
場所の荒川土手に行きました。花火大会を知らせる大きい打ち上げ花火がドーン、ドー
ンと響きます。その中に落下傘が入っていてそれがゆっくりと落ちてくるのをみんなと
取り合った思い出が印象に残ってます。その後埼京線の駅ができてからはお客様も毎年
増え続け、いまでは45万人もの大勢の方が来場するまでになりました。
毎年の真夏の祭典の花火大会は戸田自慢といえます。

「戸田橋花火大会」は、昭和26年（1951年）に始まりました。この花火大会は、現在も
板橋区と同時開催している行事で、戸田では昭和40年と43年と平成23年に実施されなった
ことを除き、今年（2019年）で66回を迎えます。板橋区と合同で行うようになったきっかけ
は、昭和25年（1950年）の戸田町と板橋区との境界変更の成立でした。境界変更を記念して
戸田町の商店会等が2年前から実施していた花火大会の後援を板橋区に依頼することで始ま
りました。第2回からは、板橋区との同時開催ということで、荒川を挟んで対岸同士で花火
を打ち上げるようになりました。

上前町会 会⾧
こどもの国運営委員 八木橋宣夫

戸田市公式サイトオープンデータより写真引用
https://www.city.toda.saitama.jp/site/opendata/



こどもの国サマーフェスタ：8月11日㈰
こどもの国サマーフェスタが8月11日（日）に開催されました。当日は快晴

に恵まれ、 5,000人近くのこどもたちと保護者、地域の方々にお集まり頂きま
した。夏の恒例行事として、地域に定着している様子が伺えました。

フェスタはマリンバ発表会からスタート。午後からは戸田児童合唱団の歌声が
会場を暖かく包みました。この日のために練習を重ねたダンスの発表会やけん玉
パフォーマンスで会場は大いに盛り上がり、一日中笑顔と歓声が溢れました。

マリンバ 戸田市児童合唱団
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令和元年サマーフェスタテーマ
●つなげましょう地域の輪
●ひろげましょう友だちの輪

室内イベント会場（1Fホール）



屋外屋台（プール入場口前/正面玄関横/保育園横）

お昼に開店した屋台は、いずれもあっという間に行列ができ、大盛況でした。
今年は開会式や各種イベントを実施する会場や出店を公園広場から屋内ホールや
正面玄関横の建物前に集約し、熱中症リスク回避に努めました。

かき氷/綿あめ/焼きそば ポップコーン/フランクフルト

ヨーヨー釣り おもちゃ

児童センター



●参加者の声より

芝生広場

ロータリーの森 ロータリーの森

・お店屋さんを実際に体験することができ、とても楽しかった。
・子どもが選んだものなので、本当に欲しいものがあった。
・値段が10円と安いので、たくさん買い物ができた。

主催者＆ドテレンジャー ハンドベル リトルスターズ

芝生広場

戸田音頭：地域有志の皆様 ボランティア：おやじの会

マリンバ：学童保育室の児童 屋台：保育園の先生

コーラス：戸田市児童合唱団 フリーマーケット：子供たち

熱気！

熱気！

準備OK

お宝！

毎度
おおきに！

これ
下さい！

フリーマーケット会場（2F 軽体育室）


